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研究要旨 

潜在性（あるいは不顕性）Cushing症候群(SCS)の新診断基準を作成し、日本内分泌学会誌

（和文および英文）に公表した。 

 

Ａ．研究目的 

本研究の目的は、潜在性（あるいは不顕性）Cushing

症候群(SCS)の新しい診断基準を作成することである 

 

Ｂ．研究方法 

 本研究班、日本内分泌学会、日本ステロイドホルモン

学会からなるワークンググループをたちあげ、原案を作成

した。その後、本研究班の班会議、および厚生労働省

「間脳下垂体機能障害における診療ガイドライン作成に

関する調査研究」の班会議で討論した。さらにパブリック

コメントを反映させた。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究はヘルシンキ宣言、人を対象とする医学系 

研究に関する倫理指針、ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関

する倫理指針、難病の患者数と臨床疫学像把握のため

の全国疫学調査マニュアル第二版に準拠した。 

 

Ｃ．研究結果 

潜在性（あるいは不顕性）Cushing 症候群(SCS)の新し

い診断基準を作成した（資料 10 参照）。 

 

Ｄ．考察 

今後、本診断基準の礎となった多施設共同研究の 

解析結果を論文作成予定である。また、SCS 診断後、手

術後の予後は明らかでなく、当研究班を含めた調査体制

の整備を行っている。 

 

Ｅ．結論 

潜在性（あるいは不顕性）Cushing 症候群(SCS)の新し

い診断基準を作成した。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１． 特許取得 

なし 

２． 実用新案登録 

なし 

３． その他 

なし 


